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１．はじめに 

 新木浦トンネルは、北陸新幹線高崎起点

200km295m～202km855m に位置し、新潟県糸魚

川市（旧能生町）を通過する延長 2,560m のトンネ

ルである（図-1）。ほぼ全長に渡り地すべり防止区域

に指定されており、特に坑口付近の 200km350m～

500m 間（l=150m）は、土被り 20m 以下の低土被

り部区間であるとともに、等高線とトンネル軸が揃

う平行型の斜面であるため、掘削により地すべりを

誘発する可能性が高い。そのため掘削前に地すべり

対策工を計画・実施することが不可避であった。 
 本稿は、この区間の地すべり抑止対策及びトンネ

ル補助工法の検討と施工実績についての報告である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地すべり対策 

当区間の地すべりブロックはAブロックとBブロ

ックに大別される。A・B ブロックの地質図を図-2、
図-3 に示す。地すべり安定解析手法としては一般的に

二次元解析での極限平衡法により安全率や必要抑止

力が算定される。しかし、当区間のように地すべりブロッ

クが連続している場合には、各ブロックの主測線で必要

抑止力を算出すると，地すべりブロックが矩形となり移

動層の厚さが異なる地すべりブロック縁辺部では、過大

な必要抑止力を与える場合がある。そこで、今回A・Bブ

ロックの安定解析を実施するにあたり、地すべりブロック

内に複数の測線を設けて各測線ごとに実施した二次元

解析結果を重ね合わせることで地すべりブロックの形状

を解析断面に反映させ（多断面二次元解析）、より経済

的な設計を行なうこととした。 
計画安全率は新潟県の設定例による「重要な道路

（国道）、河川、人家等に重大な影響を与える箇所」

を適用し「Fs＝1.20」とした。これらの条件を満た

す対策工をいくつか選定し、比較検討した結果、経

済性・工期の面で最も優位なアンカー工と水抜き横

ボーリング工の組み合せを採用した（図-4、図-5）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 新木浦トンネル位置図 
 

新木浦トンネル 

A ブロック 

B ブロック 

トンネル 

図-2 地すべりブロック（平面図） 

図-3 地すべりブロック（縦断図） 

図-4 アンカー配置図 
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３．切羽安定対策工 

A・B ブロック区間では広域農道がトンネル直上（土か

ぶり 2～5ｍ）に位置していることから、トンネル構造物の

安定と広域農道の安全を確保する必要があった。なお、

トンネル断面内には含水しており軟弱化が予測される

崖錐堆積物や風化泥岩などの未固結地山が存在して

いた。そのため地すべり対策工とは別に切羽安定のた

めの補助工法を選定する必要があった。坑内からの補

助工法だけに頼った場合、地表面（広域農道路面）沈

下の発生は避けられず、通行車両の安全確保は困難と

判断した。そこで広域農道の通行止めを前提とし，地表

沈下をある程度許容する対策を選定することが有利で

あると考え、①地すべり抑止対策は事前に完了している

こと②工事期間中、広域農道は通行止めとすることを条

件として、数種類の対策工を比較検討した結果，信頼

性が高く、経済性も良い開削置換工＋垂直縫地工を採

用した（図-6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．地すべり区間施工中の計測管理 

 アンカー施工、切羽安定対策工及びトンネル掘削

に伴う地すべりブロックの挙動及び斜面動態観測と

して、各ブロック頭部に孔内傾斜計、地表伸縮計を

設置し、計測を行った。 

５．施工実績 

 アンカー施工に先立ち、施工中の第三者災害を防

止する目的で広域農道の通行規制を行った。掘削、

土砂搬出は A ブロック、B ブロック各々にダンプト

ラック進入路を造成し、アンカー上段より順次切り

下がった。掘削作業とアンカー削孔作業の競合をさ

けるため、基本的には A ブロック、B ブロックを交

互に施工した。アンカー定着層は地すべりブロック

下面の新鮮な泥岩・砂岩層とし、想定すべり面また

は基盤岩層とアンカー体定着層の隔離は様々な不確

実性を考慮し 2.0ｍとした。 

切羽安定対策工は一次開削→垂直縫地→二次開削

→置換（ソイルセメント）→埋め戻しの順序で施工

を行い、その後、トンネルの掘削を行った。垂直縫

地ボルト施工状況及び置換工区間切羽状況写真をそ

れぞれ写真-1、写真-2 に示す。 

アンカー対策施工中、切羽安定対策施工中及びト

ンネル掘削中、孔内傾斜計、地盤伸縮計に有意な変

位は見られず、地すべりを誘発することなく無事に

トンネルを通過することができた。 

 当トンネルでは今後も難しい工事が予想されてお

り、安全に工事を進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 切羽安定対策工 

A ブロック 

B ブロック 

トンネルセンター 

写真-1 垂直縫地ボルト施工状況 

図-5 アンカー標準断面図 

写真-2 置換工状況（フェノールフタレイン反応） 

想定すべり面 
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